






























































Consideration about Active Learning in Teaching Music
at an Elementary School
－ Typification of a Learning Activity Example and Analysis





























































































































































  題 材 名 「歌おう、調べよう、広げよう『ベートーベンの世界』」

















































































































































題 材 名 「曲想を感じ取って聴いたり演奏したりしよう」





           器楽曲「木星」 




























【平成 年度福岡市教育センター研究紀要第 号より】 




































































資料 ３ 「雅楽の響きに親しもう」 
題 材 名 「雅楽の響きに親しもう」
教 材 名 雅楽「越天楽」 





























































































































教材名 「フルーツケーキ」（  日向 有 作詞  西澤 
健治 作曲 ） 
     「アイアイ」（ 相田 裕美 作詞  宇野 誠一郎 
作曲 ） 
 
資料 ５ 「まねっこあそびをたのしもう」 
 
















































































































資料 ６ 「音楽でおはなしをつくろう」 



































































































































































○ ○ ○ ◎ ○
○自分の音楽表現に対しての思いや意図を出したり鑑賞活動に対して批評し
たりする活動　等
・２年生題材「ようすをおもいうかべてきいたり歌ったりしよう」におい
て，「こぎつね」の１番と２，３番の歌詞や挿絵やからこぎつねの気分を出
し合い，速度や強弱を工夫して表現を練り上げる活動
○ ○ ◎
西　村　敬　子
41
でいる。
○グループ活動や一斉学習で，個々の音楽表現の工夫を
取り入れ全体の表現をつくり上げていく場合，拡散的
思考と収束的思考が組み合わされ学習が展開してい
く。その過程で子どもたちに協調・協同性が培われ，
アクティブラーニングが進む。
Ⅲ　研究の成果と課題
１　成　　果
○　実践から，アクティブラーニングしている子ども
の活動を，課題解決・探究学習，問題解決学習，児童
参加型授業，協調・協同学習，グループ活動，言語活
動の充実を図る活動等に一般化し，６つに類型化し
た。この６つに示した分類はそれぞれが独立している
ものではなく，それぞれ関連し相乗作用を働かせなが
ら子どものアクティブラーニングをより活発にしてい
るものと考える。
　これらの実践はすでに音楽科の授業の中では幅広く
実践されている学習活動である。子どもをアクティブ
ラーニングさせる素材は広く存在している。授業をリ
ノベーションしていけば，アクティブラーニングの可
能性はさらに広がると考える。
２　課　　題
○　年間指導計画の中でのアクティブラーニングの位
置付け
　アクティブラーニングは子どもの主体性を大切にし
て授業を行う場面が多い学習である。だからこそ，教
師が「教えること」と子どもが「学ぶこと」のバラン
スをとりながら年間学習指導計画を作成することが必
要である。どの題材で，どんなねらいをもってアク
ティブラーニングを取り扱うのかを明確にすることが
大切である。
○　子どもたちの学びと学んだ方法の累積
　自分たちの学習プリントなど具体的な学びや学んだ
方法の累積に加え，演奏した音楽の記録などの情報を
ポートフォリオに残したい。実際の自分の表現である
音楽を通して自分の音楽的な表現の向上を知ること
は，次への課題やさらに挑戦したいことを見つける手
立てとなる。
○　アクティブラーニングの発達段階，学年に応じた
系統性
　学年の発達に応じたアクティブラーニングがあると
考える。類型化した学習活動において「何ができるよ
うになったか」を学年の発達に応じてその系統を明確
にする必要がある。
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